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教育委員会定例会会議録 

 

開催日時  平成２９年１２月２５日（月） 午前９時～ 

 

開催場所  教育文化会館 ４階 第７展示室 

 

出席委員  教育長職務代行者   清田 信      

      委     員   田中 敬子  中尾 悦子  米田 惠一 

      教  育  長   小林 俊治 

 

出席職員  教育部長         曽和 信介   教育総務課長       北岡 慶久 

      学校教育課長      中尾 充雄    社会教育課長         水林 正美 

文化スポーツ室長     大西 基夫      教育相談センター長      椿本 雅敏 

学校教育課主任指導主事 川原 一真 

教育総務課長補佐     中田 幸    教育総務課企画総務係長  岩坪 康夫 

     

1 開式 

 

2 前回会議録の承認について 

 

3 会議録署名委員の指名について 

 

4 報 告 事 項 

報告第１号 教育状況について 

報告第２号 子どもの生活に関する実態調査のアンケートについて 

報告第３号 新入学生徒学用品費の３月支給の開始について 

 

5 付 議 事 項 

議案第１号 田中久美子すこやか褒賞及び杉村奨学褒賞受賞者の選考について 

議案第２号 森脇慶一郎善行褒賞受賞者の選考について 

議案第３号 橋本市スクールバス管理運行規則の一部改正について 

議案第４号 教育功労賞受賞者の選考について 

 

6 そ の 他 
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 会議の概要 

 

教育総務課長 

 

 

清田委員 

 

教育総務課長 

 

田中委員 

 

教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

清田委員 

 

開会 午前９時００分 

 

これより教育委員会１２月の定例会を始めたいと思います。 

まず初めに、前回の会議録の承認について、清田委員お願いします。 

 

正確に記載されていることを報告します。 

 

本日の会議録の署名委員は田中委員よろしくお願いします。 

 

はい。 

 

それでは報告事項に入らせて頂きます。報告第１号教育状況について、教育長よ

ろしくお願いします。 

 

改めまして、おはようございます。 

それでは、最近の教育状況の報告をさせていただきます。まず、１２月１９日に

行いました、総合教育会議ご苦労様でした。共育コミュニテイ・学校運営協議会の

取り組みと橋本市公共施設等総合管理計画の具体化についての協議を頂きました。

教育委員会としては、これらのことは、非常に重要な課題であると捉えて今後とも

着実に取り組みを進めて行きたいと考えています。委員各位の建設的で暖かいご発

言に教育委員会事務局として心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

このことにつきまして、ご意見・ご感想がありましたら後ほどよろしくお願いしま

す。 

さて、１２月議会は、１２月１５日に閉会しました。教育委員会が答弁しました

一般質問は、田中議員から１「高野口中学校の今後について」、２「希少生物の保

護について」、堀内議員から「旧学文路中学校跡地利用と周辺整備について」、松浦

議員から１「ブラック企業並みの教職員の職場環境の改善と進捗状況について」、

２「国の大切さ、国の安泰に関する教育について」、小林議員から１「小田井用水

路の世界かんがい施設遺産登録を契機としたふるさと学の推進について」、中本議

員から１「岡 潔 記念館開設計画について」がありました。正確な答弁につきま

しては、次回の教育委員会議で資料をお渡しします。今回はご質問がありましたら

口頭で答えさせて頂きます。 

最後に、本年もあと少しです。委員各位には今年一年、定例会の場を中心にして、

色々なところで心のこもったご提言やご発言を頂き、教育委員会事務局を支えて頂

いたと痛感しております。心からお礼申し上げまして、教育状況の報告とさせてい

ただきます。 

 

ありがとうございます。皆さん方から感想、ご意見等ないでしょうか。 

 

総合教育会議のあり方、臨み方、そのあたりの意思統一、考え方をきっちりして

おいた方が良いと思います。資料の提出についても、当日見るということでは深い
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米田委員 

 

 

田中委員 

 

 

 

 

 

 

 

中尾委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

議論にはならない。  

 

僕が思ったのは、急がないといけないのはわかるが、あせっているような気がし

ます。ギクシャクしている印象を常に持っています。 

 

会議の中でも発言させてもらいましたが、市として市民と共に作り上げていこう

ということで共育コミュニティが必要だと感じています。同じ方向を向いて、力を

合わせてというのが一番良い方法だと思います。市長から学校、子どものためだけ

ではなくて、老人から子どもまでみんなを対象とする形がいいんじゃないのか、と

うことですが、そのとおりだと思います。市長が発言されたときに、教育委員会と

して、子どもを中心としてそのようなコミュニティを広げていくんだ、と自信を持

って力強く言えたら良かったと思います。 

 

どのような話し合いの場になれば良かったのかがわからなかった。濃い中身にな

らなかったと思います。 

 

総合教育会議については、滋賀県の事件があってから、全国的に市長部局として

開催することができるということで、できた組織だと思っています。事務局の中で

も総合教育会議をあのような形で、市長と対立した関係のようなニュアンスの中で

開催するのはどうなのか、また、対立をしているように見えてしまう会議の持ち方

についてどうなのか議論をしています。情報交換会という形の方が良いのではない

かと考えていますが、国の方からは総合教育会議を必ず開催するように、というこ

とがあります。他の自治体でも議事録なんかを見させていただくのですが、開催自

体がどうなのかなども模索していますので、皆さん方の意見を踏まえながら勉強し

ていきたいと思います。 

 

それでは、引き続いて報告事項を進めさせていただきます。 

報告第２号につきましては、前日会で教育委員の皆さんから意見をいただきまし

た。今、教育福祉連携室の方で他の課室の職員から出された感想も踏まえてまとめ

ている最中です。改めて次回どんな意見が出たのか情報提供をさせていただきま

す。アンケートにつきましては、大阪府立大学の山野教授に単純集計、それから私

たちの感想も踏まえて分析していただくことになっています。 

 

それでは、報告第３号を教育長、進行お願いします。 

 

報告第３号 新入学生徒学用品費の３月支給の開始について報告します。 

新入学生徒学用品費は、従来よりも２倍になっています。国の基準に合わせて支

給をすることは決めています。３月支給の開始ですが、今年１２月補正で中学生用

の予算については組むことができましたので来年から実施します。これは小学校か

ら中学校に上がるので引継ぎがしやすいです。問題は小学生です。幼稚園、こども

園から来る子もいれば、どこにも行かずに上がってくる子もいます。方法を検討し
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

田中委員 

 

 

学校教育課長 

 

米田委員 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

  

 

 

 

学校教育課 

主任指導主事 

 

 

教育長 

 

中尾委員 

 

学校教育課 

主任指導主事 

教育長 

 

 

 

 

社会教育課長 

て再来年から３月支給をしたいと思います。 

 

 内訳の金額ですが、47,400円となります。対象者は、現時点では８１名、あと新

規認定予定者数が４名で８５名分の補正予算を計上しています。３月５日前後に学

校に渡して、学校を通じて対象の家庭に支給されるのが３月の１０日前後の予定で

す。小学生の支給については課題が多いですが、平成３１年度から行きたいと思っ

ています。 

  

 ご質問、ご意見ありましたら、よろしくお願いします。 

 

 中学生に上がる子は小学校を通じて書類を渡すということですが、どのような形

で渡すのでしょうか。どうしてあの子だけ、ということにはなっていませんか。 

 

 色々な書類を学校を通じて渡しています。そこは大丈夫です。 

 

 お金の渡し方は銀行振込みですか。学校で現金支出ですか。 

 

 学校が銀行振込みします。生徒に直接お金は渡しません。 

 

報告第３号他にございませんか。 

 

それでは、付議事項に入らせていただきます。 

議案第１号 田中久美子すこやか褒賞及び杉村奨学褒賞受賞者の選考について

を議題とします。 

 

議案第１号 田中久美子すこやか褒賞及び杉村奨学褒賞受賞者の選考について 

説明します。各小学校から１７名、中学校から８名が推薦されています。ご審議の

程よろしくお願いします。 

 

ご意見ございませんか。 

 

質問です。個別の推薦書を見ましたが、様式が決まっているのですか。 

 

決まっています。 

 

他にございませんか。議案第１号はご異議ございませんか。 

ないようですので、原案のとおり決することとします。 

 

議案第２号 森脇慶一郎善行褒賞受賞者の選考について議題とします。 

 

森脇慶一郎善行褒賞につきましては、小学校、中学校の児童生徒が対象になりま
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教育長 

 

田中委員 

 

 

教育長 

 

米田委員 

 

教育長 

 

米田委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課 

企画総務係長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

田中委員 

 

 

教育長 

 

 

 

して、心身ともに健全な市民の育成を図ることが目的で、学業の成績は問わないと

なっています。 

 

ご意見等ございませんか。 

 

推薦書を読ませていただいて、しっかり見てくれていると感じました。推薦書の

様式にバラつきがあるので、統一されてはいかがかと感じました。 

 

書式の統一をやっていきたいと思います。 

 

副賞として、賞状以外何かもらえるのですか。 

 

図書券です。 

 

市役所で表彰された後、学校でも皆の前で披露されるのですか。 

 

だいたい卒業式の予行演習で披露しています。 

 

議案第２号は他にご意見ございませんか。 

ないようですので、原案のとおり決することとします。 

 

議案第３号 橋本市スクールバス管理運行規則の一部改正についてを議題とし

ます。 

 

 議案第３号 橋本市スクールバス管理運行規則の一部改正について説明します。 

こちらですけども、橋本中央中学校のスクールバスの管理規則になるのですが、

山田・吉原地区在住の生徒さんにご利用いただいています。このスクールバスの利

用許可ですが、現在１年更新になっておりまして、毎年年度末に更新手続きをして

おります。しかしながら、スクールバスは中学３年間利用していただくものですの

で、許可の期間を３年間に延長して、更新手続をなしにしたいというのが今回の提

案でございます。よろしくお願いします。 

 

ご質問ご意見ございませんか。 

 

 

利用者としてはありがたいと思います。当分は良いと思いますが、この先、今と

まっているバス停より遠い所にしか子どもがいてないということがないように随時

見直しをしていただけたらと思います。 

 

現状に合わせて見直していきます。 

 

それでは、議案第３号は原案のとおり決することで異議ございませんか。 

 ないようですので、原案のとおり決することになりました。 
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学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 

田中委員 

 

 

教育長 

 

 

米田委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 議案第４号 教育功労賞受賞者の選考についてを議題とします。 

 

議案第４号 教育功労賞受賞者の選考について説明します。７名の校長先生が平

成３１年３月３１日に退職されます。この７名に教育功労賞表彰を行いたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

何かご質問等あればお願いします。 

 

たくさんの校長先生が退職されますが、学校の運営としては忙しくなる、その辺

も教育委員会として配慮していただけたらありがたい。 

 

地域や子どもの実態、教職員の状況に合わせて異動を考えていきたいと思いま

す。臨時の教育委員会で人事については承認していただきます。 

 

現場に残っていただく方もいらっしゃるのですか。 

 

校長経験者は講壇職員はあまりいません。市の役に立ちたいという方もいるし、

県の非常勤として側面から助けたいという方もいます。体がしんどい方も。 

 

他にございませんか。 

ないようですので、議案第４号は原案のとおり決することとします。 

 

次回１月の日程について確認します。前日会は１月２５日（木）の９時、定例会

は１月３０日（火）の９時からになります。他に特になければ、１２月定例会を終

了したいと思います。 

 

（午前１０時００分） 

署    名    委   員 

 

 

 

 

  

 


